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紫紋羽病菌の諸性質と分類に関する研究

学位論文内容の要旨

  紫紋羽病菌(llelicobasidium mompa Tanaka）は、アスパラガス、リンゴ等多数の作物

を侵す土壌伝染性病原菌として知られている。しかし、本病原菌は生育が遅く、取扱いが

難しいため、種の諸性質等不明な点が多い。また、欧米で報告されている類似菌Helicoー

basidium purpureum (TUL．）PAT．との異同についても決定的な判断は下されていなぃ。

  本論文は、この紫紋羽病菌および彪purpureumについて諸性質を調べるとともに、両

種の異同について検討することを目的とし、紫紋羽病菌およびだpurpureumの形態・生

理 ・ 生 態 的 諸 性 質 、 菌 糸 融 合 、 両種 の 化 学 分 類 学 的 研 究 を 行 なっ た 。

  本菌の54菌株は、菌叢の形態より3つのグループに分けられた。すなわち、グループ1

：菌叢が密で堅く、生育が遅く、濃い褐色に色づき、培地にも色素を強く産生する菌株、

グループ2：菌叢が粗であり、生育が速く、培地を着色しない菌株、グループ3：菌叢が

密で、生育が速く、褐色に色づく菌株である。グループ1に属する菌株は12菌株、2に属

するもの24菌株、3に属するもの18菌株であった。グループ1と3に属するものは菌糸由

来の菌株であり、グループ2に属する菌株は担子胞子由来のものが多かった。分生胞子を

形成する1菌株は、これらグループとは異なり、菌叢が密で、生育が速く、菌叢が桃色に

着色し、培地を褐色に着色した。

  紫紋羽病菌の1菌株はPDA上で’'Tubercul ina”型の分生子柄上に、球形または卵形で大

きさ5．5～lO．9X4．1～8．2ltmの分生胞子を形成した。生育適温は、紫紋羽病菌は23℃～

27℃であり、〃．purpureumは23℃であった。

  土壌中での生育は、グループ3に属するものが良好であった。グループ1およぴ2に属

する菌株およぴ分生胞子形成菌株の生育は不良であった。腐生性は土壌中での生育の良否

とほぼ一致し、グループ3に属する菌株が強かった。分生胞子形成菌株は弱かった。

  ポッ卜試験による病原性は、グループ3の菌株が強く、分生胞子形成菌株は弱かった。

アルファルファを用いたin vitroでの病原性は、ポッ卜試験による接種試験の結果にほば

一致した。本方法は病原性の簡易検定に使用できると考えられた。〃．purpureumは、ア

ルファルフんにin vitroで病原性を示した。紫紋羽病菌と同様生育を抑制し、細胞間隙へ

の菌の侵入が認められた。

  ポリガラクツロナーゼ(PG)活性は、紫紋羽病菌は酸性側で高い活性を示した。pH3に

おける各菌株のPG活性は菌株により差があり、強い病原性があった8菌株は高い活性を示

したものの、病原性の弱い菌株のなかにも高い活性を示す菌株があった。pH3におけるPG

活性は、〃．purpureumにおぃても粘度低下率70％以上の比較的高い活性を示す菌株があ

った。
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  イタコン酸産生量は、病原性の強い菌株が多かった。それらの菌株は、菌体lg当たり

1，OOOmg以上の産生量を示し、濾液のpHも約3まで低下した。〃．purpur eumのイタコン

酸産生量は、紫紋羽病菌と比較し少なかったものの、菌体lg当たり約200～600mg産生

された。

  7種類の培地（ジャガイモ寒天培地、荒木・笠井の培地、ワックスマン寒天培地、酵母

エキス・麦芽エキス寒天培地、麦芽エキス寒天培地、V8ジュース寒天培地、ツアペック

寒天培地）で紫紋羽病菌と〃．purpureumの菌叢形態を比較した結果、〃．purpureumは

一般に培地表而、裏面ともに濃く着色した。PDA上での〃．purpureumの4菌株の菌叢は

いずれも堅く、密で暗褐色であり、培地を濃く着色し、生育は遅く紫紋羽病菌のグループ

1の菌株に類似していた。

  紫紋羽病菌および〃，purpureumの菌糸は、樹枝状に分枝し、隔壁形成後、そのすぐ下

より分枝する傾向にあった。紫紋羽病菌の菌糸幅は3．4～4．8lLmであり、分生胞子形成菌

株も差はなかった。〃．purpureumr{ま3．7～4．4彫mであり、両種に差はなぃと考えられた。

  紫紋羽病菌の同一菌株間では容易に菌糸融合が観察された。紫紋羽病菌の異菌株間では

、致死反応(killing reaction)を伴う菌糸融合が観察された。紫紋羽病菌と〃．purpu-

reumの 菌 株 問 で も killing reactionを 伴 う 菌 糸 融 合 が 観 察 さ れ た 。

  菌体内可溶性タンパク質の電気泳動パターンについては、紫紋羽病菌のグループ3に属

する菌株およぴ分生胞子形成菌株は、共通のメジャーバンドが観察され、パターンが類似

していた。しかし、グループ2に属する菌株はそれぞれ異なる位置にヌジャーバンドが認

められ、紫紋羽病菌同一種内で変異が認められた。〃．purpureumは紫紋羽病菌のグルー

プ3と共通のメジャーバンドが認められたものの、グループ2に属する菌株とはパターン

が異なっていた。アイソザイム分析に使用した11酵素のうち2酵素（ぱーエステラーゼ、

グルタミン酸脱水素酵素）が両種から検出された。ば―エステラーゼについては、紫紋羽

病菌と〃．purpureumの1菌株はパターンが類似していたが、〃．purpureunfも全く異な

るパターンの菌株もあった。グルタミン酸脱水素酵素は紫紋羽病菌で1菌株、〃． purptr

reumで 3菌 株 、 バ ン ド が 検 出 さ れ 、 そ れ ぞ れ パ タ ー ン が 異 な っ た 。

  GC含量は、紫紋羽病菌は48．4～50．4mole％、〃．purpureumは49．2～51．Imole％で差異

はなかった。核DNAの相同性は、紫紋羽病菌のグループ3に属する菌株および分生胞子形

成菌株は100％、由来の異なる分生胞子の単胞子分離株とは88％、グループ2の菌株とは

60％台であった。また、グループ2の菌株間では20％台の低い相同性であった。一方、紫

紋羽病菌と〃．purpureumは70％の相同性であった。

  紫紋羽病菌菌株間のHindIIIによるmtDNAの同一バンド率（F値）は90．O％で高いバンド

類似性を示したが、紫紋羽病菌と〃．purpureum間のF値はHindlIIで8．3％、屡ガHで23

．O％と低かった。

  紫紋羽病菌は、菌叢の形態から3つのグループに分けられ、病原性の強いグループは他

の菌株と菌叢の形態、生育速度から区別可能であった。病原性の強い菌株はPG活性が強く

、イタコン酸産生能が高く、PGおよぴイタコン酸と病原性との関わりが確認された。また

、アルファルファによる病原性の簡易検定が可能であった。紫紋羽病菌は、菌体内可溶性

タンパク質の電気泳動パターン、アイソザイムパターンおよぴ核DNAの相同性から遺伝的

に多様な種であることが明きらかとなった。また、紫紋羽病菌と〃．purpureumの相同性



は70％であり、さらに菌糸融合も確認された。両菌ば同種であると考えられた。
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学位論文審査の要旨

学 位 論 文 題 名

紫紋羽病菌の諸性質と分類に関する研究

  本論文は、和文で記され、図52、表21を含む総頁数184からなり、10章をもって構成さ

れている。

  紫紋羽病菌（Helicobasidium mompa Tanaka）は、多犯性の土壌伝染性病原菌であるが

、種の諸性質等不明な点が多い。また、欧米の類似菌Helicobasidium purpureum (TUL.）

PAT．との異同についても決定的な判断は下されていなぃ。

  本論文は、この紫紋羽病菌と〃． purpureumについて諸性質を調べるとともに、両種の

異同について行なった研究をまとめたものである。

  紫紋羽病菌は、菌叢の形態より3つのグループに分けられた。すなわち、グループ1：

菌叢が密で堅く、生育が遅く、濃い褐色に色づき、培地にも色素を強く産生する菌株、グ

ループ2：菌叢が粗であり、生育が速く、培地を着色しなぃ菌株、グループ3：菌叢が密

で、生育が速く、褐色に色づく菌株である。分生胞子形成菌株は、これらグループとは異

なり、菌叢が密で、生育が比較的速く、菌叢が桃色に着色し、培地を褐色に着色した。分

生子柄は’'Tubercul ina”型であり、球形または卵形の分生胞子を形成した。〃．purpureum

の菌叢は紫紋羽病菌のグループ1の菌叢に類似していた。紫紋羽病菌と〃． purpureumの

菌糸の形態、菌糸幅、生育適温に差はなかった。

  土壌中での生育は、グループ3に属するものが良好であった。グループ2に属する菌株

およぴ分生胞子形成菌株の生育は不良であった。腐生性、病原性は土壌中での生育の良否

とほぽ一致した。

  紫紋羽病菌のポリガラクツロナーゼ(PG)活性は、酸性側で高く、pH3における各菌株

のPG活性は、病原性の強い菌株は高いが、病原性の弱い菌株でも高いものがあった。〃．

purpureumでも比較的高い活性を示す菌株があった。イタコン酸は、紫紋羽病菌では病原

性の強い菌株の産生量が多く、〃． purpureumでも産生された。

  紫紋羽病菌の同一菌株聞では容易に菌糸融合が観察され、紫紋羽病菌の異菌株間、紫紋

羽病菌と〃． purpureumの菌株間では、致死反応(killing reaction)を伴う菌糸融合が

観察された。

  菌体内可溶性タンパク質の電気泳動パターンは紫紋羽病菌のグループ3に属する菌株お

よび分生胞子形成菌株は類似していた。しかし、グループ2の菌株はパターンが異なり、

紫紋羽病菌同一種内で変異が認められた。凡purpureumと紫紋羽病菌グループ3の菌株
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のパターンは比較的類似していたが、グループ2の菌株のパターンとは異なった。

  アイソザイム分析に使用した11酵素のうち検出されたのは2酵素（a－エステラーゼ、

グルタミン酸脱水素酵素）のみであった。これら2酵素は種間よりも菌株間の差異が大き

かった。

  GC含量は、紫紋羽病菌は48. 4～50．4mole％、〃，purpureumは49. 2～51.lmole％で、差

異はなかった。紫紋羽病菌のグループ3の菌株および分生胞子形成菌株は100％の核DNA

の相同性を示し、これらのグループと88％、60％の相同性の菌株もあり、グループ2の菌

株間では20％台の低い相同性であった。一方、紫紋羽病菌と〃． purpureumは70％の相同

性であった。紫紋羽病菌菌株間のmtDNAのRFLPパターンは類似していたが、紫紋羽病菌と

〃，purpureu卿困株間では異なっていた。

  紫紋羽病菌は、菌叢の形態から3つのグループに分けられ、病原性の強いグループは他

の菌株と菌叢の形態、生育速度から区別可能であった。病原性の強い菌株はPG活性および

イタコン酸産生他が高く、PGおよぴイタコン酸と病原性との関わりが確認された。また、

アルファルファによる病原性の簡易検定が可能であった。紫紋羽病菌は、菌体内可溶性タ

ンパク質の電気泳動パターン、アイソザイムバターンおよび核DNAの相同性から遺伝的に

多様な種であることが明らかとなった。また、紫紋羽病菌と〃． purpureumの相同性は70

％であ り、 さら に菌糸 融合 も確認され、両菌は同種であると考えられた。

  以上の研究成果は、学術上高く評価される。よって審査員一同は、最終試験の結果と合

わせて、本論文の提出者佐山玲は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格があるも

のと認定した。
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